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第２章 本市のスポーツの現状と課題                    

１ 市民のスポーツ活動について 

１－１ 市民のスポーツ活動の実施状況

令和２年度に、18 歳以上の市民を対象に実施した「一関市民のスポーツ活動に関するアンケー

ト」の結果（以下「アンケート結果」という。）では、週に 1 2 日程度以上スポーツを行ってい

る人の割合（下の表の選択肢１ ３を選択した人）は 28.8％となり、国のスポーツ基本計画が目

指す 65％程度（成人の週１回以上のスポーツ実施率）を大きく下回る結果となっています。 

また、スポーツをする理由は、多い順に、「健康・体力の維持（32.0％）」、「楽しいから、好き

だから（19.1％）」、「ストレス解消、気分転換（14.9％）」となっています。 

主に行っているスポーツは、「散歩やウォーキング、徒歩での通勤・通学・買い物」が 38.6％で

最も多く、次いで「競技スポーツ」が 21.8％となっています。 

一方、スポーツを「ほとんど行っていない」と答えた人の割合は 44.1％で、「月に１ ３日程

度又は年に数回程度」と答えた人（上の表の選択肢４又は５を選択した人）を合わせた 71％の人

がスポーツをあまりしていない理由は、「仕事や家事、育児などで時間がない（44.3％）」が最も

多くなっています。また、条件が整えばやってみたいと思うスポーツは、「散歩やウォーキング」、

「ヨガ・エアロビクス・アクアエクササイズなど」、「競技スポーツ」がおおむね同程度の割合と

なっています。 

■課題■ 

 あなたは、スポーツをどの程度行っていますか （１つ選択）

選択肢 回答数 割合

1. 毎日 22 5.9%

2. 週に３日以上 30 8.1%

3. 週に１ ２日程度 55 14.8%

4. 月に１ ３日程度 36 9.7%

5. 年に数回程度 64 17.2%

6. ほとんど行っていない 164 44.1%

無回答 1 0.２%

市民のスポーツ実施率は低い傾向にあることから、年齢、好み、体力、ライフスタイルなど

に応じて、より多くの人がスポーツ活動を行える環境を整え、スポーツの実践につなげること

が必要です。 

・スポーツによる健康の維持増進に対応した、日常的に行える軽運動等の普及・推進 

・スポーツの楽しさを感じ、継続して実践することにつながるような機会の創出 など

0 100 200

資料 令和２年度「一関市民のスポーツ活動に関するアンケート」
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１－２ 市民のスポーツ活動を支える団体等 

 一関市体育協会 

一関市体育協会は、本市のスポーツ施策の中核的な役割を担っており、各種スポーツ事業の実

施やスポーツ施設の運営管理を行っています。また、構成団体である一関市スポーツ少年団や、

加盟団体である種目別競技協会及び各地区体育協会の育成や活動支援を行いながら、相互に連携

し、市民の競技スポーツやスポーツ・レクリエーション活動を推進しています。 

 種目別競技協会 

市内には種目別競技協会が 32 団体あり、選手の育成や競技力強化を図る事業等の実施、指導者

育成を図る講習会等の開催、競技人口拡大に向けた普及活動などを行い、市民のスポーツ活動を

支えています。 

種 目 別 

競技協会 

一関市陸上競技協会 一関市水泳協会 一関市サッカー協会 一関市テニス協会

一関市バレーボール協会 一関市体操協会 一関市バスケットボール協会 

一関市ソフトテニス協会 一関市卓球協会 一関市野球協会 一関柔道協会 

一関市ソフトボール協会 一関市バドミントン協会 一関市弓道協会 

一関クレー射撃協会 一関市剣道協会 一関ラグビーフットボール協会 

一関市フェンシング協会 一関市空手道連盟 一関市ボウリング協会 

一関市ゲートボール協会 一関市ゴルフ協会 一関市スキー協会 

一関市グラウンドゴルフ協会 一関市少林寺拳法協会 一関市朝野球協会 

一関市バウンドテニス協会 一関市パークゴルフ協会 一関市ペタンク協会 

いちのせき歩こう会 一関市スポーツウエルネス吹矢協会  

一関市インディアカ協会

 地区体育協会 

市内には地区体育協会が 39 団体あり、市体育協会などと連携してスポーツ行事等を開催し、地

域住民が身近な場所でスポーツに親しむ機会の創出や、活動を通じた健康づくり、体力づくり、

地域交流などを推進しています。しかしながら、人口減少、少子高齢化、趣味の多様化などの影響

を受け、多くの行事で参加者が減少しています。 

 スポーツ推進委員 

スポーツ推進委員は、ＰＴＡ行事や自治会の交流事業、高齢者の介護予防教室などでニュース

ポーツや軽体操の実技指導を行っており、市民に身近な立場で地域スポーツを支え、推進する役

割を担っています。また、県の研修会などへの参加や自主研修会などを通じて資質向上に努めて

います。 

派遣事業の利用団体からは、楽しく行事を行うことができたという感想が多く聞かれ、繰り返

し活用されている現状もありますが、一方で、アンケート結果では、「スポーツ推進委員を知らな

地域 一関 花泉 大東 千厩 東山 室根 川崎 藤沢 計 

団体数 14 7 6 4 1 5 1 1 39 

資料 一関市体育協会

資料 一関市体育協会
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い」という回答が６割を占めており、推進委員の役割や活動について、また、推進委員の知名度の

向上や周知についての課題があります。 

○ 事業実績 

ＰＴＡや自治会等の行事、 
スポーツイベント等への派遣事業

シルバーニュースポーツ健康増進 
事業（介護予防教室への派遣事業）

事業数 派遣した人数 実施回数 対象者数 

平成 29 年度 138 事業 延べ 446 人 32 回 517 人 

平成 30 年度 114 事業 延べ 465 人 34 回 576 人 

令 和 元 年 度 119 事業 延べ 401 人 27 回 451 人 

○ スポーツ推進委員との懇談会で出された課題や意見 

役割や活動について

・地域での活動において、スポーツ推進委員にできることがもっとあると思う。スポーツ推進委員

の役割をもう少し明確にしてほしい。 

・現在の活動が派遣要請に応えることに限定されている。 

・自分が従事した活動以外の部分が見えにくいので、各地域での派遣の活動状況や他自治体での活

動情報などをスポーツ推進委員全体で共有することで、今後の活動の向上につなげられるのではな

いか。                                                                         など

知名度の向上や周知について

・春に学校のＰＴＡが集まるような機会での周知や、市の広報を活用するのもいいのではないか。 

・競技指導の自主研修などをしているが、活用できる場があまりない。市体育協会、競技協会、学

校などへの橋渡しがあれば活動の場が広がり、知名度の向上にもつながるのではないか。など 

 総合型地域スポーツクラブ 

総合型地域スポーツクラブは、地域住民によって自主的・主体的に運営されるスポーツクラブ

で、スポーツの振興やスポーツを通じた地域づくりに向けて多様な活動を展開し、地域スポーツ

の担い手としての役割を果たしています。 

本市では、令和２年度現在、３つのクラブが活動しており、競技大会の開催、フットサルスクー

ルの運営、体操教室の開催などの活動を行っています。市民の身近なスポーツ活動の場として総

合型地域スポーツクラブが担う役割への期待が高まっていますが、活動メニューの多様化、安定

した活動場所の確保、活動のための人材や資金の確保、他のスポーツ団体との連携などが課題と

なっています。 

団体名 設立年 会員数 活動内容

藤沢町体育協会 平成 22 年 藤沢地域の世帯
競技協会が主体となった活動、各種競技
大会等の開催 など

ＮＰＯ法人ファンスポ
ルト一関

平成 23 年 
113 名 

（スポーツ事業）
フットサルスクール、フットサルチーム
ヴィヴァーレ一関の運営 など

ＮＰＯ法人グッジョブ
クラブ

平成 27 年 80 名 
スポーツウエルネス吹矢教室、わくわく
体操教室の開催 など

資料 一関市スポーツ振興課

資料 岩手県総合型地域スポーツクラブガイド 2018 年版（岩手県広域スポーツセンター作成）
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■課題■ 

・本市のスポーツ振興の中核を担う市体育協会の活動を支援するとともに、市と市体育協会が

密に連携し、市民のスポーツ活動の推進に向けた有効的、効率的な取組を行っていくことが必

要です。 

・種目別競技協会や地区体育協会の課題やニーズを把握しながら活動強化などに対する支援を

行い、市民の継続的なスポーツ活動につなげることが必要です。 

・スポーツ推進委員の周知を図るとともに、活動内容の検討と資質向上に努めながら活躍の場

を広げ、身近な地域での市民のスポーツ活動を推進することが必要です。 

・地域に密着し、多様なスポーツ活動やコミュニティの核となる総合型地域スポーツクラブの

設立や活動を支援し、市民が日常的にスポーツに親しむ環境を整備することが必要です。

スポーツ推進委員自主研修会

令和２年度 競技団体等との懇談会

東山町民運動会大東ママさん・パパさんバレーボール大会 
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１－３ スポーツ教室等の開催 

本市では、市民のスポーツ活動を推進するため、市体育協会に委託して様々なスポーツ教室やス

ポーツ・レクリエーション普及事業を実施しています。

スポーツ教室 

（生涯スポーツ推進事業）

エアロビクス、ヨガ、ピラティス、アクアウォーキング、イブニングゴ

ルフ、初心者のための登山、ジュニア体操、ジュニア水泳 など

スポーツ・レクリエーション

普及事業

市民マラソン大会、市民体育大会、ソフトボール大会、ソフトバレーボ

ール大会、市民登山、駅伝競走大会、卓球大会 など

○ 事業実績 

年度 スポーツ教室 延べ参加人数 
スポーツ・レクリエ

ーション普及事業 延べ参加人数 

平成 29 年度 38 教室 2,493 人 32 事業 15,690 人 

平成 30 年度 38 教室 2,418 人 32 事業 17,846 人 

令 和 元 年 度 38 教室 2,362 人 28 事業 13,132 人 

しかしながら、アンケート結果では、「実施していることは知っているが参加したことはない」、

「実施していることを知らない」と回答した人が、合わせて 75.3％となっています。 

参加したことがない人の理由は、「都合が合わない（35.7％）」が最も多く、「スポーツ教室は平日

や日中のものが多く、仕事をしていると参加できないことが多い」、「託児ありのスポーツイベント

や教室があるといい」などの意見が出ています。また、「興味がない（23.4％）」、「参加したい内容

のものがない（9.9％）」という回答も多く見られました。 

今後、実施してほしいものは、「小中高生、初心者、高齢者などの段階に応じた教室や行事」、「ヨ

ガ・エアロビクスなどの教室」が上位となりました。 

 あなたが参加してみたい、あるいは今後実施してほしいスポーツ教室等はありますか（複数回答可）

選択肢 回答数 割合 

1. 競技スポーツの教室 58 15.6%

2. ニュースポーツの教室 45 12.1%

3. ヨガ・エアロビクスなどの教室 83 22.3%

4. 親子で楽しめるもの 55 14.8%

5. 小中高生、初心者、高齢者などの段階に応じた教室や行事 90 24.2%

6. 健常者も障がいのある方も一緒に参加できるもの 27 7.3%

7. その他 13 3.5%

8. 特にない 113 30.4%

無回答 18 4.8%

■課題■ 

・市民ニーズの的確な把握と効果的な周知を図りながら参加しやすい事業を実施し、楽しみな

がら積極的にスポーツに親しむ環境をつくることが重要です。 

・働き盛りの世代や子育て世代のスポーツ活動を促進するため、実施の内容や方法を工夫しな

がら、各種事業を実施することが求められています。

資料 指定管理に関する事業報告書

資料 令和２年度「一関市民のスポーツ活動に関するアンケート」
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１－４ 子どもの体力の現状とスポーツ活動 

スポーツ庁が、毎年度、小学５年生及び中学２年生を対象に実施している「全国体力・運動能力等

調査」の結果によると、近年、子どもの体力は緩やかに向上しつつあるものの、体力水準が高かった

昭和 60 年頃と比べると低い水準にあります。 

令和元年度における調査結果を全国平均と本市の平均で比較すると、小学５年生の女子は全国平

均を上回っている種目の方が多い一方で、中学２年生の女子は、全国平均を下回っている種目の方

が多くなっています。また、本市における平成 26 年度と令和元年度の結果を比較すると、小学５年

生で、令和元年度の記録が下回っている種目が多くなっています。 

体力・運動能力等調査の結果 

①「Ｒ元年度全国平均」欄の「＊印」 

→「Ｒ元年度一関市平均」の記録を基準として、それを上回っている種目 

   ②「Ｈ26 年度一関市平均」欄の「◆印」 

→「Ｒ元年度一関市平均」の記録を基準として、それを上回っている種目 

※中学２年生の「８ ハンドボール投げ」の記録については、Ｈ26 年度では「ソフ 

トボール投げ」の記録となっているため、比較対象から外している。 

小学５年生 男 子 女 子

種 目 
Ｒ元年度 

全国平均

Ｒ元年度 

一関市平均

Ｈ26 年度

一関市平均

Ｒ元年度 

全国平均

Ｒ元年度 

一関市平均

Ｈ26 年度

一関市平均

1 握力 （㎏） 16.37 17.40 ◆17.56 16.09 17.24 ◆17.36

2 上体起こし （回） ＊19.80 19.20 ◆19.27 ＊18.95 18.36 ◆19.05

3 長座体前屈 （㎝） ＊33.24 32.62 32.46 ＊37.62 35.78 ◆36.40

4 反復横とび （点） 41.74 42.81 ◆43.28 40.14 42.44 42.12

5 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ （回） ＊50.32 49.16 ◆51.22 40.80 43.02 ◆43.20

6 50ｍ走 （秒） ＊9.42 9.59 ◆9.52 9.63 9.62 9.62

7 立ち幅とび （㎝） 151.47 153.43 150.79 145.70 149.69 148.28

8 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ （ｍ） 21.60 23.11 ◆24.43 13.59 15.83 ◆16.61

中学２年生 男 子 女 子

種 目 
Ｒ元年度 

全国平均

Ｒ元年度 

一関市平均

Ｈ26 年度

一関市平均

Ｒ元年度 

全国平均

Ｒ元年度 

一関市平均

Ｈ26 年度

一関市平均

1 握力 （㎏） 28.64 30.98 ◆31.94 23.74 25.40 ◆25.55

2 上体起こし （回） ＊26.85 25.56 ◆27.65 ＊23.58 22.27 ◆22.80

3 長座体前屈 （㎝） 43.43 44.18 43.64 ＊46.29 45.38 44.71

4 反復横とび （点） ＊51.87 51.14 ◆51.96 ＊47.25 47.08 45.91

5 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ （回） ＊83.13 80.24 ◆85.84 ＊57.98 56.10 ◆59.53

6 50ｍ走 （秒） 8.02 7.93 7.97 8.81 8.78 9.00

7 立ち幅とび （㎝） 195.02 197.23 197.01 ＊169.71 167.67 165.89

8 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ （ｍ） ＊20.35 20.22 － 12.87 13.26 －

資料 スポーツ庁 全国体力・運動能力等調査結果、一関市教育委員会
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子どものスポーツ活動の場は、学校体育、学校教育の一環としての運動部活動、スポーツ少年団

活動、民間のクラブチームなどに所属して行う活動、楽しむことを主として仲間同士で行う活動な

どがあります。 

このうちスポーツ少年団は、地域を基盤とする子どもの社会活動として、スポーツを通じて体と

心の健全育成を図っています。本市では、令和２年度現在、126 の団体で 2,117 名の団員が様々な

競技に取り組んでいますが、団員数は年々減少傾向にあり、合同チームを編成して競技に取り組ん

でいる団体も出てきています。 

スポーツ少年団 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

団体数 135 団体 132 団体 134 団体 126 団体 

団員数 2,680 人 2,530 人 2,420 人 2,117 人 

一関市教育委員会の調べでは、令和元年度における肥満傾向児童の割合は小学５年生、中学生２

年生とも全国平均より高く、小学５年生の方がより高い結果が出ています。 

近年、スマートフォンやゲーム機等の普及などにより子どもの生活時間の使い方が大きく変化し、

スポーツや外遊びの機会が減少傾向にあります。 

また、本市では、少子化などの影響を受け、身近な地域でやりたいスポーツ活動が行えなくなっ

てきており、さらに、小中学校の統合に伴い、これまでの徒歩や自転車での通学がスクールバス等

の利用に変わったことなども、体を動かす機会の減少につながっていると考えられます。 

■課題■ 

・子どもの体力・運動能力が以前より低い傾向にあります。成長や発達に必要な体力を高める

ため、スポーツに関心を持たせ、親しむ環境づくりを進めることが求められています。 

・子どもの時期にスポーツの楽しさを知り、体を動かす習慣を身につけることは、その後の継

続的なスポーツ活動につながることが期待されることから、幼児期から様々なスポーツを体験

する機会の創出が求められています。 

・人口減少や少子化などの影響で、やりたいスポーツに取り組むことが困難になってきている

ことから、身近な地域で好きなスポーツを継続的に行える場の創出が求められています。 

・市体育協会や種目別競技協会などと連携し、スポーツ少年団の課題やニーズを把握しながら

活動に対する支援を行うことが必要です。
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１－５ 高齢者や障がい者のスポーツ活動

 高齢者のスポーツ活動 

高齢者のスポーツ活動は、健康づくり、介護予防、地域交流、いきがいづくりなどに重要な役割

を果たしており、体力や好みに合ったスポーツを継続的に行うことが大切です。 

本市では、スポーツ推進委員が、地域で行われる介護予防教室などでニュースポーツや軽体操

の普及実践活動を行い、高齢者の健康増進を図っているほか、市体育協会が市民センターや地域

の集会所などで軽体操の実践を行っています。 

また、市の健康づくり、高齢者福祉等の担当部署、市民センター、老人クラブ連合会等が、スポ

ーツを通じた健康づくり事業や介護予防事業、世代間交流を促す事業を実施し、高齢者の健康増

進などに取り組んでいます。  

○ 事業の例 

実施主体 主な実施事業

市のスポーツ振興の

担当部署
スポーツ推進委員の派遣事業、シルバーニュースポーツ健康増進事業 

市体育協会 健康増進・体力向上事業 など

市の健康づくり、高齢

者福祉等の担当部署

介護予防事業（軽体操、軽運動、レクリエーションなど）、軽運動教室、ウ

ォーキング交流会、軽体操普及推進事業 など

老人クラブ連合会 
いきいきシニアスポーツ大会、グラウンド・ゴルフやゲートボールなどの

各種競技大会、運動会などを各地域の事業として開催

市民センター 
高齢者学級、世代間交流、軽運動や体操教室、各種スポーツ教室、各種ス

ポーツ大会、老人大運動会、地区民運動会、スポーツ体験講座 など

 障がい者のスポーツ活動 

障がい者のスポーツ活動は、社会参加の促進、健康の維持・増進、いきがいづくり、仲間づくり

などにつながり、楽しみながら継続的にスポーツ活動を行える環境づくりが必要です。 

本市では、平成 30 年に一関市障がい者スポーツ協会が発足しました。障がい者のスポーツ活動

を推進する市町村レベルでの組織の発足は岩手県内では初めてであり、全国的にもあまり例がな

い、先駆的な取組となっています。 

障がいのある人もない人も一緒にスポーツを楽しむ「ユニバーサルスポーツ体験会」や、隣接

の宮城県気仙沼市の障がい者スポーツ協会と連携した交流事業を開催するなど、市体育協会など

との連携のもと、障がい者が気軽にスポーツ活動を行える環境づくりに取り組んでいます。 

また、市の障がい者福祉の担当部署や市の障がい者交流施設（サン・アビリティーズ一関）で

は、障がい者の自立や社会参加、体力の増進や交流などを目的とした事業を実施し、障がい者の

スポーツ活動を推進しています。 
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○ 事業の例 

一関地方ふれあいスポーツ大会 
障がい者等が、スポーツを通じて体力の維持、地域社会とのふ

れあいや相互理解を深めることを目的に実施。

障がい者ふれあい事業 

障がい者が趣味・創作活動を通じて相互の交流やふれあいを図

り、自立と社会参加を促進するために開催する講座において、

健康体操教室やペタンク教室を開催。

障がい者社会参加支援事業 

障がい者が活動を通じて相互の交流やふれあいを図り、自立と

社会参加を促進するため、一関地方ふれあいスポーツ大会の支

援のほか、岩手県障がい者スポーツ大会への選手派遣を実施。

■課題■ 

・市のスポーツ振興、健康づくり、高齢者福祉等の担当部署、市体育協会、老人クラブ連合会、

市民センター等が連携して、高齢者のスポーツ活動を推進することが必要です。 

・障がい者のスポーツ活動を広めていくためには、市のスポーツ振興や障がい者福祉の担当部

署、市障がい者スポーツ協会、障がい者施設等が連携し、障がい者が主体的にスポーツを行え

る環境づくりを進めることが必要です。

市民体力測定会 みんなのスポーツ競技会
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２ 競技スポーツについて 

２－１ スポーツ選手や指導者の育成 

本市では、これまで、選手の競技力向上とそれを支える指導者の育成などを支援するため、市体

育協会などと連携し、全国大会等への出場に対する助成、選手の育成強化に対する支援、スポーツ

実技講習会の開催、スポーツ少年団指導者の資格取得に対する支援などを行ってきました。 

全国大会などでの活躍や経験は、選手のモチベーションを上げ、さらなる競技力向上につながる

とともに、共に活動する仲間などへの刺激や目標となり、競技の普及や意欲の向上につながります。 

また、本市にゆかりのある選手やチームが全国や世界を舞台に活躍することは、市民の喜びとな

り地域に活力を生み出すほか、夢や憧れとなってスポーツへの関心や参加意欲につながっています。 

○ 主な事業 

全国体育大会等の出場に対する支援事業 
東北規模以上の競技大会に出場する小中学生及び高校生に

対する遠征費の助成

トップアスリート育成強化支援事業 
本市を拠点に全国大会や国際大会に出場し活躍するトップ

アスリートの育成強化に対する支援

スポーツ実技講習会開催事業 
著名な指導者等を招へいし、小中学生などを対象に行う実技

指導等

スポーツ合宿誘致事業 
市外の大学等のスポーツ部の合宿誘致 

（合宿期間中に行う市内の児童生徒への実技指導等）

選手の育成支援事業 
市体育協会と連携した、種目別競技協会が実施する競技力向

上のための事業に対する支援

指導者育成支援事業 
市体育協会と連携した、種目別競技協会等が実施する指導者

育成事業に対する支援

スポーツ少年団指導者育成事業 
市体育協会と連携した、スポーツ少年団登録に必要なスター

トコーチ資格取得に対する助成

２－２ スポーツ大会の開催・支援 

本市では、全国から多くのランナーが参加する「一関国際ハーフマラソン大会」、早稲田大学駅伝

競走部の市内合宿を契機に始まった「花泉マラソン大会『瀬古利彦杯』」を毎年開催するとともに、

強豪チームが参加する、東日本規模の「東日本高等学校選抜女子バレーボール大会」及び「ＪＡＢＡ

一関市長旗争奪クラブ野球大会」などの開催支援を通じて、市民のスポーツ参加の推進と競技力向

上を図ってきました。 

また、市内での宿泊を伴う東北規模以上の学会、会議、大会等の開催を支援しており、スポーツ大

会は、毎年３ ４大会が開催されています。 

さらに、平成 24 年度から８年連続で開催されている「日本女子ソフトボール１部リーグ」などの

国内トップレベルの大会の誘致を支援し、市民の「みるスポーツ」の機会創出に努めてきました。 

市内でのスポーツ大会の開催は、選手やスタッフとしての関わり、大会観戦などを通じて競技力

やスポーツへの意欲の向上が図られるほか、スポーツ施設の有効活用、交流人口の増加による地域

の活性化にもつながっています。 
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また、スポーツ観戦は、応援を通じた一体感、緊張感、勝利の喜びや感動など、観ている人に心に

響く様々な感情をもたらし、スポーツへの関心を高めるほか、子どもたちにとっては夢や憧れにも

つながります。 

２－３ 競技スポーツの現状と課題（懇談会より） 

今後の競技スポーツの推進にあたり、市内のスポーツ関係団体における現状や課題を把握するた

め、令和２年度に懇談会を開催し、現在行っている事業や活動における現状、また、今後を見据えた

課題等について多くの意見等が出されました。 

○開催日・・・・令和２年 10 月 27 日（火）、29 日（木） 

○対 象・・・・一関市体育協会、種目別競技協会、総合型地域スポーツクラブ、 

小・中学校体育連盟、高等学校体育連盟、スポーツ指導者協議会 

＜懇談会の内容のまとめ＞ 

 競技力の向上や指導者育成に向けて行っている活動 

 競技スポーツの現状 

・人口減少や少子高齢化が進み、市全体として競技人口が減少している。 

・少子化の影響などで部活動の競技種目が減少し、やりたいスポーツに取り組めなくなってきて

いる。また、種目によっては、地域内だけではスポ少などの活動が難しくなっており、地域を超

えた活動が進んできている。 

・指導スタッフの確保が難しく、競技力強化を目的とした教室などの開催が困難になっている。

・指導者が不足しているほか、資質やコーチング技術の向上が必要となっている。 

・競技人口が少ないため、指導者になる人がいない。                 など 

大会名 参加規模等 

一関国際ハーフマラソン大会 （毎年開催） Ｒ１年度参加者数 3,141 人 

花泉マラソン大会「瀬古利彦杯」 （毎年開催） Ｒ１年度参加者数  773 人 

東日本高等学校選抜女子バレーボール大会 （毎年開催） ３日間開催、16 チーム参加 

ＪＡＢＡ一関市長旗争奪クラブ野球大会 （毎年開催） ２日間開催、16 チーム参加 

日本女子ソフトボール１部リーグ  

（Ｒ１年度現在で８年連続開催）

２ ３日間で４ ９試合開催

Ｒ１年度入場者数 2,888 人

東日本ブロッククラブバレーボール選手権大会・東北クラブ

バレーボール選手権大会 （Ｈ29 年度開催）
3 日間開催、40 チーム参加 

・著名な指導者の招へい、ワークショップ的な指導者育成講習会等の開催 

・各種大会の開催を通じた役員の育成、運営力の強化、競技力の向上の推進 

・競技の普及に向けた体験教室やスクールの開催 

・障がい者を対象に市内を巡回して行うニュースポーツの体験会の実施 

・幼稚園や保育園への有資格指導者の派遣による、幼少期からのスポーツ体験の推進 

・市内等で開催される大会での審判等の運営協力 など
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 課題や意見として出されたもの 

① 競技人口の減少について

・少子化、若い世代の流出、進学や就職などのライフステージの変化などに伴い競技離れが進む

中、特に若年層を中心とした競技人口をいかにして確保していくかが課題。 

・学校や学区単位の競技活動は、今後ますます困難になることが予想される。広域的にやりたい

スポーツに取り組める場づくり、仕組みづくりが必要なのではないか（例えば、総合型地域スポ

ーツクラブの設立やその支援など）。 

・幼少期から様々なスポーツを体験させ、スポーツに興味を持たせながら、やりたいスポーツに

導くのがいいのではないか（学校や競技協会との連携が必要）。 

・高齢者や障がい者に対するスポーツの推進も必要である。              など

② 競技力の向上や指導者育成について

・トップアスリートからの指導機会や、トップリーグなどの観戦を通じて高いレベルの技術に触

れる機会は、子どもたちの良い刺激になり、意欲や競技力の向上につながる。 

・大規模大会の開催を通じて、役員の育成や運営力の強化及び選手の競技力の強化を図ることが

できる。 

・競技活動を支える指導者の確保や育成、資質向上を図るための支援が必要である。   など

③ 施設の利用について

・冬場でもスポーツ活動を安心して行えるよう、暖房設備や器具を充実させてほしい。  など

■課題■ 

＜競技人口の減少について＞ 

・種目別競技協会やスポーツ少年団などの活動支援を通じて市民の競技スポーツの活動を支

え、また、減少傾向にある競技人口の拡大に取り組むことが必要です。 

・総合型地域スポーツクラブの設立や支援を行い、地域の枠にとらわれず、市民が継続したス

ポーツ活動を行うための環境づくりが求められています。 

＜競技力の強化や指導者育成について＞ 

・全国大会等への出場や選手の技術強化等に対する支援が求められています。 

・指導者や審判員等、市民のスポーツ活動を支える人材の育成を図るため、講習会の開催や資

格取得に対する支援などが求められています。 

・スポーツ大会を開催するためには、スタッフの確保や財政的な負担が課題となっています。 

＜スポーツ観戦の機会の創出について＞ 

・トップレベルの大会の観戦について市民の関心は高く、また、市内の競技者にとって良い刺

激となり、競技力の向上が期待されることから、「みるスポーツ」の機会創出が求められていま

す。
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３ スポーツ施設について 

３－１ 市のスポーツ施設の現状 

本市には、令和２年度現在で 66 のスポーツ施設があります。そのほとんどは合併前の旧市町村で

整備した施設であり、市民の日常のスポーツ活動の場として幅広い年齢層で利用されているほか、

市民レベルの大会から全国大会まで、様々な規模の競技大会にも活用されています。 

また、本市では指定管理者制度を導入しており、スポーツ施設では 57 施設を市体育協会、２施設

（黄金山キャンプ場、飛ヶ森キャンプ場）を地域協働体、１施設（藤沢スポーツランド）を藤沢町モ

ータースポーツ協会に管理委託して、指定管理者が持つ専門性や弾力性、柔軟性という特性を活か

し、市民ニーズに対応した施設の効率的、効果的な管理運営に努めています。 

地域 スポーツ施設 （令和２年４月１日現在）

一関 

【14 施設】

一関市総合体育館、東口体育館、一関運動公園野球場／テニスコート／陸上競技場／多目

的広場／ソフトボール場、一関武道館、東台野球場、萩荘サッカー場、一関水泳プール、

一関サッカー・ラグビー場、尾花が森キャンプ場、一関市産業教養文化体育施設

花泉 

【９施設】

花泉体育館、花泉第二体育館、花泉弓道場、花泉テニスコート、花泉水泳プール、 

花泉運動公園野球場／テニスコート／多目的競技場／キャンプ場

大東 

【9 施設】 

大東体育館、大東野球場、大東グラウンド、伊勢館公園野球場（直営）、伊勢館公園テニス

コート（直営）、春日公園テニスコート（直営）、春日グラウンド（直営）、大東勤労者体育

センター（直営）、大東バレーボール記念館（直営）

千厩 

【11 施設】

千厩体育館、千厩武道館、千厩野球場、千厩多目的グラウンドテニスコート／ソフトボー

ル場／サッカー場／運動広場、清田テニスコート、千厩アイスアリーナ、黄金山キャンプ

場、飛ヶ森キャンプ場

東山 

【8 施設】 

東山総合体育館、東山球場、東山テニスコート、東山多目的グラウンド、東山Ｂ＆Ｇ海洋

センター、唐梅館パークゴルフ場、唐梅館総合公園クラブハウスえぽっく、東山農村勤労

福祉センター

室根 

【3 施設】
室根体育館、室根テニスコート、室根野球場 

川崎 

【3 施設】
川崎体育センター、川崎テニスコート、川崎運動広場 

藤沢 

【9 施設】

藤沢Ｂ＆Ｇ海洋センター、ニコニコドーム、藤沢ニコニコヘルス、すぱーく藤沢、藤沢体

育館、藤沢テニスコート、藤沢運動広場、藤沢スポーツプラザ、藤沢スポーツランド

【スポーツ施設の利用実績】

平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

利用件数 102,349 件 101,854 件 97,194 件 

利用人数 893,458 人 889,892 人 754,406 人 

資料 一関市スポーツ振興課
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アンケート結果では、市民が主に利用するスポーツ施設は、体育館が最も多い 26.6％となってい

ます。しかしながら、それを上回る 55.6％の人が、市のスポーツ施設を「利用していない」と回答

しています。 

現在、市のスポーツ施設はインターネットを活用した利用予約システムを導入し、利用者の利便

性と施設の利用促進を図っていますが、アンケート結果では 64％の人が予約システムを知らなかっ

たと回答しており、また、システムの利用者からも利便性の向上を求める声が寄せられています。 

市民のスポーツ活動の推進にあたっては、その活動の場としてのスポーツ施設の利用促進も併せ

て取り組むことが必要であり、市民のニーズを把握しながら施設内容の充実を図るとともに、施設

の予約や利用についての利便性を向上させ、利用促進を図ることが重要です。 

また、施設の維持管理については、スポーツ施設を含め市全体として公共施設の老朽化が進んで

おり、各施設の利用状況や収支状況、また、人口減少の進行や財政計画などの観点から、全市的な公

共施設の見直しの取組が進められています。この方向性を踏まえながら、利用者が安全で安心して

スポーツ活動を楽しめるよう、適切な施設管理を行うことが必要です。 

３－２ 学校体育施設の活用 

スポーツ施設以外にも、市民のスポーツ・レクリエーション活動及び子供の遊び場の確保のため、

市立小学校及び中学校の体育施設（校庭及び体育館）を夜間及び休日に開放しており、年間を通し

て多くの市民に利用されています。 

○ 利用実績 

小学校（28 校） 中学校（16 校） 計 

平成 30 年度 

件数 8,912 6,612 15,524 

人数 172,506 102,449 274,955 

時間 23,795 14,130 37,925 

令和元年度  

件数 9,633 7,299 16,932 

人数 181,651 108,857 290,508 

時間 26,020 14,777 40,797 

３－３ 市のスポーツ施設への要望 

市のスポーツ施設の満足度に対するアンケート結果では、37.3％の人が「施設は十分に備わって

おり、満足している」又は「施設は比較的備わっており、おおむね満足している」と回答していま

す。 

一方で、13.7％の人が「十分な施設が備わっておらず、満足していない」と回答しており、年間

を通じて継続的かつ快適にスポーツ活動が行えるよう、トレーニング施設や屋内プールの整備、屋

内施設への冷暖房設備の完備などが求められています。 

資料 一関市教育委員会
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充実してほしい
スポーツ施設 その内容 

トレーニング施設 

・施設の数が少ない ・身近な地域にないため行けない 

・設備や器具を充実させてほしい ・健康管理機器を設置してほしい 

・機器の使い方などを指導してくれる人がいてほしい

プール 

（屋内プール） 

・屋内プールがほしい ・身近な地域にプールがほしい 

・仕事の合間などいろいろな時間で利用したい 

・健康維持のため、屋内プールで水中ウォーキングやスイミングを行いたい（高齢

者でも利用しやすい）

体育館 

・施設が古いので建て替えてほしい ・もっと気軽に利用したい 

・無料貸し出しをしてほしい ・冷暖房を完備してほしい 

・トランポリンができる施設があるといい 

・身近な施設でバウンドテニスができるといい 

・大会を行っている体育館の駐車スペースが少ない

その他 

・野球場を収容人数の多い施設にしてほしい 

・屋外施設は施設管理者の目が届き安心して使えるようにしてほしい 

＜その他充実してほしい施設＞ 

・複合のスポーツ施設 ・スケートボードやインラインスケートなどの常設パーク 

・家族で何でもできるスポーツ公園 ・自転車で自由に走れる場所 

・ウォーキングやランニングのコースがある公園や広場 

・身近な地域に屋根付きのゲートボールコート 

・エアロビクスなどができるスタジオ

■課題■ 

・スポーツ施設の利用は、団体だけなく、個人、家族、仲間同士などの少人数でも気軽に利用

できる環境を整えることが必要です。 

・施設や備品、用具等の有効活用を図るため、各施設が備えている競技コート数、備品、ニュ

ースポーツの用具など、スポーツ施設の設備の情報を市民に提供することが必要です。 

・スポーツ施設の老朽化などが進む中、既存施設の保有や維持管理については市民ニーズを把

握しながら適切に行っていくとともに、市全体としての公共施設の管理の方向性に合わせて進

めていく必要があります。 

・学校体育施設は身近にスポーツ活動が行える場所であることから、市民のスポーツ活動の推

進のため、今後も教育委員会と連携しながら施設の活用を進めることが必要です。

資料 令和２年度「一関市民のスポーツ活動に関するアンケート」

一関市総合体育館 室根テニスコート（屋内）
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４ スポーツを通じた交流について 

スポーツ大会への参加や観戦を目的として開催地を訪れた際に、地域資源とスポーツを掛け合わ

せて観光を楽しむ「スポーツツーリズム」の取組が全国各地で進められてきており、交流人口の増

加につながっています。 

これまで、「一関国際ハーフマラソン大会」の開催、「日本女子ソフトボールリーグ」の大会誘致な

どを通じて、全国から多くの参加者や観戦者が本市を訪れています。  

 また、県及び県内の自治体等で構成する「いわてスポーツコミッション」と連携したスポーツ合

宿の誘致に取り組み、さらに、地域と学校の交流促進により合宿の数は年々増加傾向にあります。 

今後は、これらの取組と併せて、市、観光協会、商工会議所、競技協会などが密に連携し、情報共

有を図る機会を持ちながら、本市の魅力ある地域資源を活かしたスポーツツーリズムを推進するこ

とが重要です。 

○ 一関市観光協会及び一関商工会議所から出された意見等 

・市内で行われるスポーツ大会、スポーツイベント、スポーツ合宿についての情報や、大会開催及びス

ポーツ合宿に対する市の補助金制度などについて、市、観光協会、商工会議所等が情報共有する場が

あるといいと思う。 

・例えば、マラソン大会でランナーが重視するのは、沿道の応援などの「気持ち」の部分である。地元

の人が大会にどの程度関われるかによって、来る人の印象が変わるのではないか。 

・合宿は滞在期間が長いので経済効果が高く、一度合宿に来てもらうと先生のネットワークで広がる

ことも多い。また、パンフレットによるスポーツ施設や宿泊施設のＰＲと併せて、これまでの合宿の

実績も周知することでさらに効果が上がると考える。

■課題■ 

・スポーツツーリズムにより交流人口を増やすことは地域の活性化につながることから、地域

の特性を活かした取組を進める必要があります。 

・スポーツ及び観光に関わる機関・団体等と連携を図り、情報共有と協議の場を持ちながら、

効果的な取組を進めることが必要です。

一関国際ハーフマラソン大会
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５ 市のスポーツの推進に対するニーズ 

５－１ 市民が期待するスポーツの推進 

アンケート結果によると、地域のスポーツ活動に期待する効果は、「健康づくりの推進」が 54.3％

と最も多く、次いで「地域コミュニティの活性化（33.1％）」、「余暇時間の有効活用（28.2％）」の

順となっています。 

また、今後の市のスポーツ推進に必要だと思う施策は、下表にあるとおり、「市民が気軽に参加で

きるスポーツ教室やスポーツイベントの開催（47.6％）」が最も多く、次いで「子ども、社会人、高

齢者など、各世代に合ったスポーツ活動の推進（38.2％）」、「公共スポーツ施設の整備・充実（23.7％）」

の順となっています。 

このほか、「プロスポーツや国際大会の観戦など『みるスポーツ』機会の創出（22.0％）」、「トッ

プアスリートとの交流や実技指導を受ける機会（20.4％）」といった、トップレベルのスポーツ技術

に間近に触れることへの関心も高くなっています。 

 あなたは、今後一関市のスポーツを推進するために何が必要だと思いますか （複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

市民が気軽に参加できるスポーツ教室やスポーツイベントの開催 177 47.6% 

子ども、社会人、高齢者など、各世代に合ったスポーツ活動の推進 142 38.2% 

公共スポーツ施設の整備・充実 88 23.7% 

誰もが気軽に実践できるニュースポーツの普及推進 83 22.3% 

プロスポーツや国際大会の観戦など「みるスポーツ」機会の創出 82 22.0% 

トップアスリートとの交流や実技指導を受ける機会 76 20.4% 

スポーツ団体や地域でのスポーツ活動への支援 61 16.4% 

スポーツ活動に関する情報提供の充実 55 14.8% 

スポーツ大会誘致による交流拡大や競技スポーツの推進 44 11.8% 

スポーツ指導者や審判員の育成 31 8.3% 

健常者と障がい者が一緒に行うスポーツ活動の推進 28 7.5% 

ボランティアによるスポーツの指導やスポーツイベントの運営協力の推進 28 7.5% 

総合型地域スポーツクラブの推進 21 5.6% 

わからない 42 11.3% 

その他 6 1.6% 

無回答 3 0.8% 

資料 令和２年度「一関市民のスポーツ活動に関するアンケート」
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５－２ ワークショップでの意見等 

今後の市のスポーツの推進にあたり、広く意見等を聴取するためワークショップを開催し、多く

の提案や意見等をいただきました。 

○ 開催日・・・11 月 2 日（月）、４日（水）、10 日（火）、13 日（金） 

○ 対 象・・・地区体育協会、スポーツ少年団関係者、小・中学校ＰＴＡ、地域協働体 

○ 参加者によりまとめられた意見 

テーマ１ 生涯スポーツの推進

・小さい頃から様々なスポーツを経験させて、競技の選択の幅を持たせるのがいいのではないか。 

・スポーツ推進委員の活動の場を広げ、生涯スポーツの意味や運動の大切さなどを伝える活動などもして

ほしい。 

・定年後、地域との関わりが体を動かすきっかけになるかもしれない。そのために、地域行事への参加の

声がけをするリーダーが必要ではないか。 

・地域で、幅広い年代が一緒にスポーツに取り組めるような事業を実施したらいいのではないか（子ども

の参加も促せるようなもの）。 

・子どもがやりたいスポーツができるような公園利用を進めたらいいのではないか。 

・年齢に応じて様々なスポーツ体験を行える場を提供してほしい。３か月程度体験し、その受講者を中心

としたサークルの立ち上げへのサポートがあるといいと思う。 

・同レベルの人同士で楽しくスポーツが行える場づくりが必要ではないか。 

・地域行事のように、ある程度の人数が集まらないと成り立たないものは、若干の強制力を持って参加者

や応援団を集めることも時には必要ではないか。 

・子どもの時からスポーツに触れないと、その後のスポーツ活動につながらないのではないか。 

・スポーツ推進委員や競技団体などが学校で出前教室を行い、大人も子どもも気軽にスポーツ体験をして

興味につなげるような取組をしたらいいのではないか。

テーマ２ 競技スポーツの推進

・指導者が学校を巡回する仕組みをつくり、小中学生にスポーツ体験の場を提供する取組をしたらいいの

ではないか。 

・審判員の支援体制の充実を図ることが必要ではないか（大会が多い、経費負担の軽減）。 

・部活動とクラブチーム等での活動を選択制とし、どちらの活動も同等とする仕組みづくりが必要ではな

いか。また、クラブチームの立ち上げや運営への支援をしてほしい。 

・スポーツ選手との交流で、子どもが夢や目標を持つきっかけづくりをしてほしい。 

・スポーツが楽しいと思える指導ができる指導者の養成が必要ではないか。 

・登録料など多くの経費がかかる大人のスポーツ競技者にも支援が必要ではないか。 

・小中学生や高校生の大会等が地域の行事と重なると子どもたちが行事に出て来ないので、大会等の開催

時期を調整してほしい。 

・指導者や審判の資格取得に対する支援が必要ではないか（講習会の誘致や経費補助）。 

・地元にクラブチームをつくり、部活動との選択制にするのがいいのではないか。中体連等の大会にもク

ラブチームが出場できるような体制づくりも併せて必要である。
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テーマ３ スポーツ施設の利用促進

・公共施設予約システムの改善や仕組みづくりが必要ではないか。 

市内の人を優先させる、高齢者も含めた利便性・簡易性の向上、予約の平等性の確保、過度な競争率

の解消、施設周辺住民の受付時間を早める など 

・年数回程度、スポーツ施設の無料開放をして、競技の指導を受けられるなどの体制づくりもしてほしい。

・各施設の競技コート数や設備、利用できる備品などについての情報を一覧化して発信してほしい。 

・施設整備の計画を立てて、核となる施設を計画的に整備したらいいのではないか。 

・e スポーツなど、これからの時代に合わせた施設整備が必要ではないか。

スポーツ実技講習会 

（写真は平成 29 年度開催のＮＥＣレッドロケッツバレーボール教室）

川崎町民体育祭 

東口体育館（令和２年度供用開始） 一関市のスポーツを考えるワークショップ 

（令和２年度開催）
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６ 現行計画の主な成果のまとめ 

 生涯スポーツの振興 

  ① スポーツ活動推進体制の整備充実 

・市体育協会の運営及び活動を支援し、連携を図りながら各種スポーツ施策を推進するとと

もに、種目別競技協会、地区体育協会、スポーツ少年団の育成及び活動支援を行った。 

・スポーツ少年団活動へのアンケート調査や意見交換会での意見等を踏まえ、平成 30 年度

に指導者資格の取得に対する助成制度を創設した（30 年度は 23 人、令和元年度は 27 人

が資格を取得。）。 

② スポーツ・レクリエーション指導者の養成・確保 

・スポーツ推進委員を県協議会などが開催する研修会等へ派遣したほか、市協議会による自

主研修会を開催し、地域スポーツにおける指導者としての資質向上を図った。 

    ・市体育協会を通じて指導者研修会等を開催し、競技スポーツの指導者育成に努めた。 

③ スポーツ・レクリエーションの実践活動の促進 

・市体育協会等に委託し、各種スポーツ教室やスポーツ・レクリエーション事業を実施し、

市民のスポーツ活動を推進した。 

・スポーツ推進委員をＰＴＡ行事や地域事業に派遣して、ニュースポーツの普及実践活動を

行った。また、市民体力測定会を実施し、体力の把握と継続的な運動の動機づけを図った。 

・市及び市体育協会のホームページや市の広報誌を活用し、広く事業等の周知を図った。平

成 29 年度には市ホームページのスポーツ関連ページの見直しを行い、情報量の拡大と内

容の充実を図った。 

④ 子どもや高齢者のスポーツ活動の推進 

・学校体育、部活動、スポーツ少年団活動などを通じて子どものスポーツ活動の推進と体力 

の向上を図った。また、小学５年生を対象にトップアスリートなどが授業を行う「夢の教

室」を開催し、夢や目標を持つことの大切さなどについて考える機会を創出した。 

・スポーツ推進委員が介護予防教室などでニュースポーツ等の普及実践活動を行う事業を展

開した。また、市の健康づくりや高齢者福祉等の担当部署、市民センター、市体育協会、

老人クラブ連合会などが様々な事業を実施し、高齢者のスポーツ活動を推進した。 

 競技スポーツの推進 

① 競技力向上 

・全国大会等に出場する小中高生や、県民体育大会に出場する選手等の遠征費を助成した。 

・平成 28 年度に、それまで開催していた「スポーツ講演会」を児童生徒を対象とした「スポ

ーツ実技講習会」の開催に見直し、現役スポーツ選手などによる実技指導を通じて競技力

の向上を図った。 
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・市外の高校や大学が本市で行うスポーツ合宿の誘致を推進し、合宿時に市内の中学生など 

に対して行われる実技指導等を通じて、競技力の向上を図った（平成 29 年度は８団体、

30 年度は延べ 14 団体、令和元年度は延べ 13 団体が合宿を実施。）。 

・令和２年度に、地域でスポーツ合宿の受け入れに取り組み、環境整備などの支援を行う団

体等に対する助成制度を創設し、スポーツ合宿のさらなる誘致と交流人口の拡大に取り組

んだ。 

② 選手の育成強化、指導者育成 

・市体育協会が実施するスポーツ講座等の開催事業や、種目別競技協会が実施する選手強化

や指導者育成のための各種事業に対する支援を行った。 

・平成 29 年度に「トップアスリート育成強化支援事業」を創設し、本市を拠点に全国大会や 

国際大会での活躍が見込まれる中学生以上の選手の技術強化等の活動を支援した（29 年度

から令和２年度までの４年間で、延べ 14 人の選手の活動を支援した。）。 

③ 各種大会の開催・支援 

・毎年９月に開催している「一関国際ハーフマラソン大会」には、全国各地から多くのラン

ナーの参加があり、参加者数は年々増加している。 

・令和元年度に 30 回目の開催となった「花泉マラソン『瀬古利彦杯』」は、オリンピック元

日本代表の瀬古利彦氏の名を冠した国内唯一の大会となっている。 

・平成 24 年度から令和元年度まで「日本女子ソフトボールリーグ１部」が本市で開催され、

市民が、日本代表選手などが出場するトップレベルの大会を観戦する貴重な機会となった。 

・「東日本高等学校選抜女子バレーボール大会」、「ＪＡＢＡ一関市長旗争奪クラブ野球大会」

の開催を支援し、地元チームの競技力向上やスポーツを通じた交流人口の拡大を図った。 

・市内での宿泊を伴う東北規模以上のスポーツ大会の開催を支援し、交流人口の拡大やス 

 ポーツ施設の利用促進を図った。 

④ 「希望郷いわて国体」、「希望郷いわて大会」に向けた取組 

・いわて国体及びいわて大会の開催に向け、市民総参加のクリーンアップ活動や花いっぱい

運動などを実施し、全国から訪れる選手、役員、観戦者の皆様を「おもてなし」の心と復

興支援への感謝の気持ちで迎えるとともに、円滑な大会運営を行った。 

 スポーツ施設の利用促進 

・合併前の旧市町村で整備した多くのスポーツ施設を保有し、老朽化も進む中、市全体の公

共施設管理の方向性を踏まえながら安心・安全な施設の管理や運営に努めた。 

・地元企業が整備した体育館を有効活用して市民の新たなスポーツ活動の場として整備し、

令和２年度に供用を開始した。 

・インターネットを活用した公共施設予約システムの運用によりスポーツ施設の利用予約の

利便性を図るとともに、利用促進を図った。 

・市民の身近にある学校体育施設を市民に開放し、市民のスポーツ活動の促進に努めた。 


